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コミュニティ・スクール
の機能の充実と岐阜
市型小中一貫教育の
推進

希望あふれる未来を
自ら拓く力を育むため
の教育課程の編成

学校名　岐阜市立鶉小学校

教育環境と学校財務
環境の整備及び効果
的な活用

災害、事故、感染症、
生徒指導事案等に対
する安全性の確保

あたたかさと働きがい
にあふれる学校づくり

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

・客観的データの分析結果に基づく実
態把握と、保護者及び地域の願いを
踏まえた教育課程を編成する。特に、
生命の尊厳の理解を深める教育に重
点を置く。
・資質・能力の育成を目指した教科横
断的な学習や「主体的・対話的で深
い学び」の授業づくりに努める。

・客観的データの結果をもとに、各学級で実
施することを考えたり、各組織の提案を見直
したりした。特に、校内研究会では、子ども
を主語にする授業づくりを目指し、研究授業
を通して皆で学び合い、83％の児童が分か
る・できると授業を評価をした。ICTを活用し
た学びができるについても93％ができると
回答した。

・ICTを活用した授業が多く展開されている。
子どもの学びを支える新しい教育活動が充
実している。
・子どもたちが課題に向かって仲間と学び合
うことができている。ぜひ、学校でできるよう
になった学びや生活の力を、家庭でも実践
できるようにしていきたい。

・多種多様な非常事態への危機管理
意識の高揚及び事業継続計画を基
にした機能的対応に努める。
・「命を守る訓練」やいじめ対応等、
様々な危機管理対応マニュアルを随
時見直ししていく。
・地域と連携した防災教育の推進と
交通事故防止等の未然防止に努め
る。

・個人情報の適切な管理に努める。
・施設・設備や教材教具、ＩＣＴ機器の
定期的な整備点検を実行する。
・財務や納入金の適切な管理と有効
な運用に努める。

・多種多様な非常変災時の訓練を実施し、
88％の児童が命を守るために、よりよく判断
して行動していると回答した。
・いじめの防止や問題行動に対応するため
の教職員の研修を定期的に実施したり、児
童会を核とした「ほっとな鶉」にしていく活動
を継続してきた。85％の児童が悲しい思い
をさせる行為をしていないと回答している
が、さらに高めたい。

・備品の総点検やICTの棚卸を通じて、物の
管理のデータ化を進めることができた。
・財務環境の整備を定期的に実施し、必要
な教材教具の購入を行い、教育環境をさら
に整えることができた。
・ペーパーレス化をさらに進めることで、財
務をより有効な運用に生かすことができた。

・９年間の児童生徒の育ちを踏まえた
幼小連携並びに小中一貫教育を推
進する。
・ＣＳを核とした学校・家庭・地域が協
働した指導体制を確立する。
・地域の人、もの、ことにふれる教育
活動を編成・実施し、地域のよさを実
感できる児童を育てる。

・境川中学校区で共通の指導方針を定め、
PDCAサイクルで取り組み、９年間をつなぐ
指導の在り方を子どもの姿などで評価し、
次年度の方針を見いだすことができた。
・CSを生かした地域人材の活用を促進し、
「人、もの、こと」にふれる体験活動を充実さ
せた。特に６年生では、地域と連携して職業
体験を行い、豊かな生き方を学ぶことがで
きた。

・職業体験を通して子どもたちが豊かに育っ
ている。子どもたちの職業体験の場として、
勤務している大学でも行えるように準備をし
ている。
・学校と家庭と地域が共に連携して子どもを
育てていくことが必要である。時間があると
きに、子どもたちの見守りをしていきたい。

・境川中学校区で共通の指導方針を立て
て、９年間を見通した指導を継続していく。
・コミュニティスクールを活かして、地域人材
の協力を得ながら、子どもたちの知徳体を
育む教育活動をさらに追究していく。
・ぎふMIRAI’ｓに関する教育課程の編成及
び改善に努めていく。

・教育ＤＸ等、ＩＣＴの効果的な活用に
よる「働き方改革」を推進し、子どもと
深く向き合う時間の確保と充実を図
る。
・教職員のコミュニケーションを活性
化し、互いを尊重し、学び合いを楽し
む、働きがいのある学校にする。

・教育DXの活用の仕方を全職員が共有し、
ペーパーレス化や資料の共有化を進め、時
短につないだ。また、学年部をはじめ、教職
員同士が相談したり、気遣ったり、助け合っ
たりすることを基盤とし、子どもの成長や願
いを語りながら、常に協力して教育活動を
進めていくことができた。結果、４月～１月ま
での学校全体の時間外勤務時間の平均は
35時間となった。

・校内の至る所に、「ありがとう」のメッセージ
であふれている。児童会の取り組み、教職
員の温かい働きかけのおかげである。
・教職員が共に力を合わせて工夫し、子ども
たちのために頑張っていることが分かる。こ
うした教師の学び合い文化が子どもたちの
学び合い文化につながっている。

Ａ

・命を大切にする教育活動や「いじめ」や「問
題行動」に向けて尽力していることが分かっ
た。今後も徹底した指導をお願いしたい。
・道徳教育や子どものを話を聞くことを通し
て、子どもの心を開放し、よりよい生き方を
考えることができるようにして欲しい。
・地域も一緒になって見守り、よりよい育成
に力を注いでいきたい。

・授業で活用する資料がデジタル化してい
る。校内全体で、ペーパーレス化が進んで
いることが分かった。
・教室内、廊下などどこを見ても整頓されて
いて素晴らしい。物を大切に扱うこと、有意
義な財務管理に今後も努めてほしい。

・教師が人間性を高めていく研修や、共に
理解し尊重し合い、互いに学び合い、協力し
合う風土を大切にしていく。
・仲良く助け合いながら学び合うことのよさ
を子どもたちに姿で伝えていくことを通して、
課題を発見し、方途を考え、仲間と挑戦し
て、よりよく解決していく楽しさを実感できる
学校を創りだす。

・誰もがかけがえのない存在であることを全
校で大切にする。特に、学校いじめ防止基
本方針の共通理解といじめの防止、自己肯
定感を高める授業や道徳教育の充実、命
の尊厳と危機管理体制など自己指導能力
の育成に努める。
・地域と連携協働を深めて、子どもを皆で守
り、大切に育成していく。

・物の管理の徹底を図り、有益な財務環境
のもと、子どもたちの学びを促進する教育環
境を充実させていく。
・子どもたちにも、物の整頓や大切に扱うな
ど、自己管理能力を身に付けることができる
よう今後も指導をしていく。

・客観的データの結果をもとに、今後も、教
育課程を編成し、評価・改善を図っていく。
特に、全校課題となることは、組織で対応を
していく。
・家庭学習など自ら学ぶことや読書に親しむ
こと、家族のために自分ができる仕事に進
んで取り組めるよう、家庭と連携して進めて
いく。


